
 

 

 

 

 

 

 
 

 

学校に伝えたい３つのこと 

 副所長（兼）指導課長 石山 重典    
「人間力に満ちあふれ、山形の未来をひらく人づくり」を掲げた６教振後期計画も残すところ２年となりまし

た。指導課では、「山形の未来をひらく人間」を改めて捉え、議論し、その実現のためには、元気でやる気に満
ちた学校や先生方が不可欠であることを再確認しました。その議論の中で感じたハッとしたことを、私なりに3
つに集約してみました。御拝読いただいている皆様へのメッセージとして書き記し、私自身、心にもち令和５年
度へと踏み出したいと思っています。 

 
         教育が持つロマンを、愛を語ろう 

       人の温もりのあたたかさ 夢や希望 心震わす感動を語ろう 
       それは人間の生きるための根源であり 大切なもの 
       目に見えないもの 学校に何より必要なもの 
 
     子どもたちのことを語ろう 
       何に目を輝かせたか 何ができるようになったか どうしたらさらに伸びるかを  
       子どもたちができた時のうれしさ うまくいかない時の歯痒さと非力な自分を語ろう 
       そして、巣立つ卒業式での子どもたちの凛とした姿を語ろう 
 

         子どもが持つ可能性を信じよう 未来を担う子どもたちの姿を 
       予測不能な社会を力強くしなやかに生きる子どもたちの姿を 
       不透明な社会の中でリードする人間は、目の前にいる子どもたちであることを 
       可能性という余白と間違いや失敗を恐れない子どもらしさを持つ子どもたちを 
 
     私たち教師の力を信じよう 教師に魅力を感じた時から宿る宿命のエネルギー 
       子どもたちのためなら苦労を厭わず身を粉にしてまでもという気概 
       舞い降りてくる課題や、突然やってくる問題等に立ち向かう 
       自分の力と仲間の力があれば 絶対に解決できることを信じよう 
 
     教育が持つ力を信じよう 
       人と人が憎しみや苦しみを募らせる戦争なんて 
       人間の愚かさや醜さを受け入れ、こんなことが起きない社会を創る 
       人が起こした争いごとは、絶対話し合いで解決できる 
       他の思いに立つこと 信じること 許せること 分かり合えることが力であることを知る 
 

         子どもたちの学びを繋ごう 育ちを繋ごう  
       「遊び」の中に見える集中力や主体性、試行錯誤、失敗、追求、喜び等の実感 

身をもって感じる体験やすべての経験を次の「遊びなど」に繋ごう 
       それぞれの場所での子どもの「遊び」を 積み上げの上向きスパイラルに 
 
     私たち教師の学びを繋ごう 育ちを繋ごう 
       これまで培ってきた教育理念や技能などを 教育実践は簡単ではないことを 
       思った通りにならない子どもたちや授業が 本当の天使であり、光であることを 
       職員室で 教室で 先輩から 同僚から 
 
     子どもたちを取り巻くすべてを繋ごう 
       学校や家庭、地域のみんなを 子どもたちは地域の宝物なんだ 宝物なんだ 
       こんな人にしたい こんな地域にしたい こんな社会にしたい 
       みんなで みんなの思いと力で 宝物を磨き上げる 
 

キラキラ輝く未来へ 私たちの思いを繋ごう 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的な学び、つながりのある学び！ 
～ 令和４年度村山教育事務所研修 ネットワーク型研修会 ～ 

 

今年度は７つの部会を開設し、２１名の先生方と一緒に各部会で設定した以下のテーマに沿って研修

しました。研修者自らが学びを深められるように主体的に研修に取り組んだり、研修者同士悩みを共有

したりしながら、それぞれのニーズに応じた研修のもち方を工夫しました。オンライン研修や幼稚園の

保育参観など、授業の参観だけでなく、様々な視点で学びを深めました。２月の共通閉講式では、各部

会の研修の成果を共有しさらに学びを深めました。先生自身が主体的に学ぶことが子供たちの主体的な

学びにつながるのではないでしょうか。 

部会 テーマ 

国語 
子供がつくる学び 
～学ぶ意欲を支え、協同的な学びにつながる単元づくり～ 

社会 児童生徒の疑問を生かした課題設定 ～ICTの効果的な活用～ 

算数 
児童が論理的な思考を働かせながら概念形成をしたり進展させたりしていく算数授業 
～主体的･対話的で深い学びにつながる教師の適切な“出”と“待ち”について～ 

理科 児童、生徒の思考の流れに沿った授業づくり 

生活・総合 子供から「もっともっと」の声が出るような学びづくり 

ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ教育 
みんなが笑顔になれる授業づくり 
～社会に向けて自立する力を育てる～ 

ＩＣＴ 教科や児童生徒の発達段階に応じた有効的なまとめ・表現の仕方 

※ 裏面に、どの教科にも活用が可能なＩＣＴ部会の実践について 

紹介します。 
 

この１年の研修で学んだことは、子
供の実態把握からスタートし、付け
たい力をつけることである。春だけ
でなく、常に変化、成長、時には後
退しているように見える子供の姿を
見ることの大切さである。 

児童の素直な考えや疑問を生かし
ながら学習問題を作ることが学習意
欲にもつながり、その単元の学習が
深まると感じた。 

 教師の熱意だけでは子供の学びの
サイクルはうまく回らない。子供た
ちの興味・関心を正確につかみ環境
を整えることが大切。 

 

＜お詫びと訂正について＞ 

 所報「E-NEWSむらやま２５２号」におき

まして、下記の通り、一部誤りがありました。

申し訳ありませんでした。 

（誤） 「大石田町学園運営委員会」  

（正） 「大石田学園運営委員会」 

 

・１時間半、あっという間でした。ありがとうござい 

ました。 

・工作が好きなので、自由に作れたのが子供にとって 

良かったようです。 

・乳児期から本を身近にすることが本好きな子供を育 

てる取組として必要だと感じました。 

【参加者の声】 

終了後、「二十四孝PARTⅡ」

のメンバーが作ったバルーン

アートをプレゼント！ 

どんぐりや松ぼっくりを思

い思いに組み合わせて素敵

な作品を作りました。 

冬や節分といったキーワー

ドとなる絵を探して、ビン

ゴを目指しました。 

「小さなおもちゃばこの会」

の方々による心温まる読み聞

かせ。 

２月５日（日）、大石田町町民交流センター虹のプラザを会場に開催しました。大石田町子育てサークル「小さな

おもちゃばこの会」の方々による絵本の読み聞かせや親子で協力して行った絵本さがしビンゴ、松ぼっくりやどんぐ

りなどの自然の素材を使ったものづくりを通して、本の世界に親しむ子供たちの姿が多く見られ、笑顔あふれる楽し

い時間が流れました。また、大石田町の高校生ボランティアサークル「二十四孝PARTⅡ」のメンバーが本講座の運

営サポートに入り、ボランティア活動の実践の場にもなりました。 

令和４年度 読育推進ネットワーク整備事業  第２回村山地区読育推進連携

講座  

語ろう 

信じよう 

繋ごう 

村山教育事務所だより 

「E-NEWSむらやま」で検索または 右記二次元コードから。バックナンバーも見ることができます。 
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